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日　時　２０１０年９月２１日（火）　１５時１０分～１６時１０分
場　所　北海道大学高等教育機能開発総合センター　大講堂

日 本 遺 伝 学 会 第８２回 大 会 総 会

総会次第

高木　信夫委員長１　大会委員長挨拶

五條堀　孝会長２　日本遺伝学会会長挨拶並びに報告
３　報告

小林　武彦国内庶務幹事a 　幹事報告

岩崎　博史渉外庶務幹事

真木　寿治会計幹事
遠藤　　隆編集幹事
遠藤　俊徳企画・集会幹事
山本　博章将来計画幹事
松浦　悦子男女共同参画推進担当
関根　靖彦広報担当、ホームページ編集
池村　淑道遺伝学普及・教育担当

その他
五條堀　孝学術会議連携会員ｂ　学術会議から
五條堀　孝委員長ｃ　学会賞選考委員会報告
山崎由紀子委員長ｄ　選挙管理委員会報告
岩崎　博史委員ｅ　生物科学学会連合報告

ｆ　その他（２０１１/２０１２年度日本遺伝学会会長挨拶）
４　議事

真木　寿治会計幹事ａ　２００９年度決算
角谷　徹仁会計監査
真木　寿治会計幹事ｂ　２０１１年度予算案
遠藤　俊徳企画・集会幹事ｃ　第８４回大会について
五條堀　孝会長ｄ　国内名誉会員の推薦について

ｅ　その他
遠藤　　隆第８３回大会委員長５　次期（第８３回）大会委員長挨拶

五條堀　孝会長日本遺伝学会木原賞・奨励賞授与式

１）会員数　（２０１０年８月３０日現在）
（内学生会員　２１７名）　　９３３ 名普　通　会　員

  　　 １１ 名外　国　会　員
　　　 ５４ 件機　関　会　員
        ２ 件賛　助　会　員

国内　  １３ 名名　誉　会　員
外国　  １２ 名
１，０２５ 名計　　
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　２）２０１０年度役員名簿 
会　長 五條堀　孝
評議員
　全国区 荒木　弘之　　堀内　　嵩　　片山　　勉　　森　　郁恵　　中別府雄作
 颯田　葉子　　城石　俊彦　　舘田　英典　　田嶋　文生　　高畑　尚之
　北海道地区  　　 金澤　　章　　黒岩　麻里
　東北地区    　　 山元　大輔　　渡辺　正夫
　関東地区    　　 牧野　耕三　　荻原　保成
　東京地区    　　 太田　邦史　　田村浩一郎
　中部地区      　 石浦　正寛　　伊藤　建夫
　関西地区      　 菱田　　卓　　篠原　　彰
　中国･四国地区    沓掛　和弘　　和多田正義
　九州地区         関口　睦夫　　仁田坂英二
幹　事
　国内庶務幹事 小林　武彦
　渉外庶務幹事 遠藤　俊徳
　会計幹事 真木　寿治
　編集幹事 遠藤　　隆
　企画・集会幹事 岩崎　博史
　将来計画幹事 山本　博章
　男女共同参画推進担当 松浦　悦子
　広報担当、ホームページ編集 関根　靖彦
　遺伝学普及・教育担当 池村　淑道
会計監査 角谷　徹仁　　印南　秀樹
　第８２回大会委員長 高木　信夫 

学会賞選考委員会（２０１０）
　委員長 五條堀　孝
　委　員 森　　郁恵　　城石　俊彦　　田島　文生　　堀田　凱樹　　倉田　のり
 大坪　栄一（奨励賞のみ）

研究助成金等推薦調査委員会（２０１０）
　委員長 五條堀　孝
　委　員 荒木　弘之　　堀内　　嵩　　石浦　正寛　　森　　郁恵　　中別府雄作
 颯田　葉子　　城石　俊彦　　舘田　英典　　田嶋　文生　　高畑　尚之

　３）２００９年度決算報告書（単年度）
（単位　円）A　収　入
決　　算摘　　要
7,675,5001　学 会 費
40,0002　賛助会費

1,700,0003　科学研究費補助金
3,612,2534　事業収入
1,487,754雑誌売上
2,121,300別刷売上
3,199利　　息
05　木原基金

109,8116　雑 収 入
13,137,564小　計
13,137,564総　計

B　支　出 （単位　円）
決　　算摘　　要
6,834,4391　事業費
5,920,320雑誌製作費
114,229大会補助費

0遺伝学談話会補助費
568,000大会学生旅費補助
231,890協力委員会分担金
1,722,3572　評議委員会／幹事会費
2,628,7013　事 務 費
598,308雑誌発送費
220,500封 筒 代
405,785編集経費
1,404,108事務所経費
308,2804　学会賞関係費

05　選挙関係費
1,272,2006　謝　　金
12,765,977小　　計
371,5877　予 備 費

13,137,564総　　計



─　５　─

　４）２０１０年度中間報告（２０１０年６月３０日現在）
A　収　入 （単位千円）

（Ｂ＋Ｃ）（Ｃ）（Ｂ）（Ａ）
摘　　　　　要 収入見込額７月～１２月

収入見込額
１月～６月
収入額予　　算

7,5924,0003,5928,5001　学 会 費
180100801202　賛助会費
1,70001,7002,0003　科学研究費助成金
3,8601,7482,1123,9604　事業収入
1,3596477121,455雑誌売上
2,5001,1001,4002,500別刷売上
1105利　　息
40040002005　木原基金
5040101006　雑 収 入

13,7826,2887,49414,880小　　　計
13,7826,2887,49414,880総　　　計

 B　支　出 （単位千円）

（Ｂ＋Ｃ）（Ｃ）（Ｂ）（Ａ）
摘　　　　　要 支出見込額７月～１２月

支出見込額
１月～６月
支出額予　　算

8,9546,4802,4749,3401　事 業 費
6,8794,4802,3997,100雑誌製作費
1,0001,00001,000大会補助費
755025300遺伝学談話会補助費
8008000800大会学生旅費補助費
20015050140協力委員会分担金
668600687002　評議委員会／幹事会費
2,1891,3008891,8903　事 務 費
889650239700雑誌発送費
2302300230封 筒 代
393220173500編集経費
677200477460事務所経費
681600815504　学会賞関係費
303001,0005　選挙関係費

1,2606306301,4006　謝　　金
13,7829,6404,14214,880小　　　計
13,7829,6404,14214,880総　　　計
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　５）２０１１年度予算案
A　収入の部 （単位千円）

予　　算摘　　　要
7,5001　学 会 費
802　賛助会費

1,7003　科学研究費補助金
3,4054　事業収入
1,400雑誌売上
2,000別刷売上
5利　　息
2005　木原基金
556　雑 収 入

12,940小　　　計
12,940総　　　計

B　支出の部 （単位千円）
予　　算摘　　　要
8,2501　事 業 費
6,000雑誌製作費
1,000大会補助費
300遺伝学談話会補助費
800大会学生旅費補助
150協力委員会分担金
7502　評議委員会／幹事会費
1,9803　事 務 費
550雑誌発送費
230封 筒 代
500編集経費
700事務所経費
5604　学会賞関係費
05　選挙関係費

1,4006　謝　　金
12,940小　　　計
12,940総　　　計

　６）２０１０年度日本遺伝学会木原賞・奨励賞
日本遺伝学会木原賞　荒木　弘之（国立遺伝学研究所）会員
　　　　　　　　　　「出芽酵母における DNA複製開始メカニズムの分子遺伝学的解析」
日本遺伝学会木原賞　林﨑　良英（理化学研究所オミックス基盤研究領域）会員
　　　　　　　　　　「大規模遺伝子解析による多様な RNA の発見と機能解析」
日本遺伝学会奨励賞　沖　　昌也（福井大学大学院　工学研究科）会員
　　　　　　　　　　「ヘテロクロマチン領域境界のエピジェネティックな調節機構の解析」

　７）協力委員会
同位元素協会委員　　　蓮沼　仰嗣
自然史学会連合委員　　舘野　義男
生物科学学会連合委員　岩崎　博史
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締　　　切助 成 団 体 名件　　　名

２０１１年３月３１日（木）（財）山田科学振興財団研究助成金

２０１０年１１月３０日（火）女性科学者に明るい未来をの会猿橋賞

２０１０年１０月８日（金）（財）東レ科学振興会東レ科学技術賞・研究助成

２０１０年９月３０日（木）（財）沖縄協会沖縄研究奨励賞

２０１０年８月３１日（火）朝日新聞社朝日賞

２０１０年８月６日（金）（財）日本証券奨学財団研究調査助成

２０１０年１０月１日（金）内藤記念科学振興財団内藤記念科学振興賞

２０１０年６月１日（火）
２０１０年１０月１日（金）内藤記念科学振興財団   前期

 後期内藤記念海外学者招へい助成

２０１０年９月３０日（木）（財）木原記念横浜生命科学振興財団木原記念財団学術賞

２０１０年９月２０日（月）井上科学財団井上学術賞

２０１０年９月２０日（月）井上科学財団井上研究奨励賞

２０１０年７月３１日（土）井上科学財団井上リサーチアウオード

２０１０年７月３０日（金）（財）持田記念医学薬学振興財団持田記念学術賞

２０１０年６月２６日（土）（財）持田記念医学薬学振興財団研究助成金

２０１０年６月２６日（土）（財）持田記念医学薬学振興財団留学補助金

２０１０年６月３０日（水）（財）住友財団基礎科学研究助成

２０１０年６月３０日（水）（財）住友財団環境研究助成

２０１０年３月２２日（月）正午慶應義塾医学振興基金慶應医学賞

２０１０年４月３０日（金）材料科学技術振興財団山﨑貞一賞

平成２２年２月２８日
平成２２年８月３１日

（財）加藤記念バイオサイエンス研究  前期
　　　振興財団 後期加藤記念国際交流助成

２０１０年１月３１日（日）（財）藤原科学財団藤原賞

各種助成金の募集
　学会の推薦を必要とする場合は学会内で選考のため財団の提出締めきりより，通常は１ヶ月早く締め切る。尚，各助成
金の詳細については事務局までお問い合わせ下さい。

　８）学会推薦学術賞・研究助成の年間スケジュール
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 ９）２０１１・２０１２年度会長・評議員選挙結果

会　　長
五條堀　孝
荒木　弘之次　点

評議委員
定数１０名全 国 区

颯田　葉子岩崎　博史荒木　弘之小林　武彦
印南　秀樹佐々木裕之真木　寿治遠藤　　隆
　　小林　一三松浦　悦子

権藤　洋一郷　　通子松田　洋一角谷　徹仁次　点
　岡田　典弘

定数２名東北地区定数２名北海道地区
渡辺　正夫鈴木　　仁
石川　隆二黒岩　麻里
玉手　英利次　点貴島　祐治次　点

定数２名東京地区定数２名関東地区
平野　博之松本　幸次
米田　好文深海（小林）薫
由良　　敬次　点阿部　訓也次　点

定数２名関西地区定数２名中部地区
宮田　　隆角谷　徹仁
那須田周平高野　敏行
菱田　　卓次　点倉田　のり次　点

定数２名九州地区定数２名中国･四国地区
佐渡　　敬冨永　　晃
大野みずき村田　　稔
釣本　敏樹次　点沓掛　和弘次　点

日本遺伝学会選挙管理委員会
山崎由紀子（委員長）　　田中　秀逸　　佐瀬　英俊

投票率（％）投票者数有権者数　

２２．５１８６８２７会　　長

２０．７１７１８２７評議員全国区
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１０）年次大会開催地一覧

会　　場月　　日年回

九州帝国大学農学部１０月１９日１９２８（昭３）１

北海道帝国大学農学部７月２６日１９２９（昭４） ２

東京農事試験場１０月３１日１９３０（昭５） ３

京都帝国大学・楽友会館１０月３１日１９３１（昭６） ４

名古屋医科大学１０月１４日１９３２（昭７） ５

広島文理科大学　動物学教室１０月２６日１９３３（昭８） ６

台北帝国大学　生物学教室１２月２１日１９３４（昭９） ７

金沢医科大学　法医学教室１０月２１日１９３５（昭１０） ８

岡山医科大学　生理学教室１０月１６日１９３６（昭１１） ９

北海道帝国大学理学部７月３１日１９３７（昭１２）１０
九州帝国大学農学部・医学
部・九州小麦試験地１０月１３～１５日１９３８（昭１３）１１

科学博物館（東京）１０月１４～１５日１９３９（昭１４）１２

京城帝国大学医学部８月２７～２８日１９４０（昭１５）１３

（総会予定地は仙台）地方談話会大会
（６会場）１９４１（昭１６）１４

東北帝国大学　農学研究所１０月２７～２８日１９４２（昭１７）１５

京都帝国大学・楽友会館１０月２０～２１日１９４３（昭１８）１６

（総会予定地は名古屋）地方談話会大会
（７会場）１９４４（昭１９）１７

静岡高等学校１１月１８～１９日１９４６（昭２１）１８

松本高等学校１０月２１～２２日１９４７（昭２２）１９

高野山１０月２３～２４日１９４８（昭２３）２０

名古屋大学理学部１０月２０～２２日１９４９（昭２４）２１

東京大学医学部１０月１４～１６日１９５０（昭２５）２２

広島大学教養部１０月１１～１２日１９５１（昭２６）２３

新潟大学医学部１０月８～１０日１９５２（昭２７）２４

国立遺伝学研究所１１月７～８日１９５３（昭２８）２５

京都大学医学部１０月２８～３０日１９５４（昭２９）２６

岡山大学１０月１６～１８日１９５５（昭３０）２７

富山市公会堂１０月６～８日１９５６（昭３１）２８

北海道大学農学部９月３～５日１９５７（昭３２）２９

名古屋大学医学部１０月１６～１９日１９５８（昭３３）３０

大阪大学医学部１１月４～７日１９５９（昭３４）３１

九州大学工学部１０月３０日～
　　１１月１日１９６０（昭３５）３２

東北大学川内分校９月１～３日１９６１（昭３６）３３

日本大学文理学部三島校舎１０月１７～１８日１９６２（昭３７）３４

東京大学教養学部１０月８～１０日１９６３（昭３８）３５

愛媛大学１０月１８～２０日１９６４（昭３９）３６

京都大学医学部・楽友会館１０月１８～２０日１９６５（昭４０）３７

北海道大学教養部８月１０～１２日１９６６（昭４１）３８

神戸大学教養部１０月９～１１日１９６７（昭４２）３９

広島大学教養部・政経学部１０月７～９日１９６８（昭４３）４０

金沢大学工学部１０月１０～１２日１９６９（昭４４）４１

会　　場月　　日年回

東京女子大学短期大学部１０月５～７日１９７０（昭４５）４２

九州大学理学部・農学部１０月２０～２２日１９７１（昭４６）４３

岡山大学理学部・法文学部１０月７～９日１９７２（昭４７）４４

名古屋大学農学部１０月１４～１６日１９７３（昭４８）４５

福祉会館（仙台）９月１０～１２日１９７４（昭４９）４６

日本大学三島校舎１０月３～５日１９７５（昭５０）４７

日本生命中之島研究所（大阪）１０月２８～３０日１９７６（昭５１）４８

北海道経済センター（札幌）９月２８～３０日１９７７（昭５２）４９

東京農業大学１０月８～１０日１９７８（昭５３）５０

京都大学農学部１０月１１～１３日１９７９（昭５４）５１

富山大学教養部１０月６～８日１９８０（昭５５）５２

広島大学総合科学部１０月１２～１４日１９８１（昭５６）５３

九州大学医学部１１月１９～２１日１９８２（昭５７）５４

東北大学教養部１０月８～１０日１９８３（昭５８）５５

日本大学国際関係学部１１月２３～２５日１９８４（昭５９）５６
神戸大学農学部・理学部・
自然科学系１０月１３～１５日１９８５（昭６０）５７

名古屋観光ホテル１２月４～７日１９８６（昭６１）５８

筑波大学生物科学系１０月２９～３０日１９８７（昭６２）５９

京都大学農学部１０月８～１０日１９８８（昭６３）６０

北海道大学学術交流会館１０月１３～１５日１９８９（平元）６１

お茶の水女子大学１０月４～６日１９９０（平２）６２

九州大学箱崎キャンパス１０月１６～１８日１９９１（平３）６３

仙台国際センター１０月２２～２４日１９９２（平４）６４

日本大学国際関係学部９月１７～１９日１９９３（平５）６５

大阪大学医学部講義棟１０月８～１０日１９９４（平６）６６

岡山大学一般教育講義１０月１２～１４日１９９５（平７）６７

名古屋・椙山女学園大学１０月３～５日１９９６（平８）６８
横浜市立大学瀬戸キャン
パス１１月１～３日１９９７（平９）６９

北海道大学学術交流会館９月２３～２５日１９９８（平１０）７０
広島大学理学部・法学部・
経済学部９月２４～２６日１９９９（平１１）７１

京都大学農学部・京都会館会議場１１月３～５日２０００（平１２）７２

お茶の水女子大学９月２２～２４日２００１（平１３）７３

九州大学箱崎キャンパス１０月１～３日２００２（平１４）７４

東北大学川内キャンパス９月２４～２６日２００３（平１５）７５

大阪大学コンベンションホール９月２７～２９日２００４（平１６）７６
国立オリンピック記念青少
年総合センター（東京）９月２７～２９日２００５（平１７）７７

つくば国際会議場９月２５～２７日２００６（平１８）７８

岡山大学９月１９～２１日２００７（平１９）７９

名古屋大学９月３～５日２００８（平２０）８０

信州大学９月１６～１８日２００９（平２１）８１
北海道大学高等教育機能開
発総合センター９月２０～２２日２０１０ （平２２）８２
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２０１０年度日本遺伝学会第１回評議員会議事録

日　時：２０１０年９月１９日（日）１４：４０－１６：４０
場　所：北大学術交流会館第一会議室
出席者：（会　長）五條堀　孝

（幹　事）小林　武彦，真木　寿治，岩崎　博史，池村　淑道，遠藤　俊徳，山本博章，松浦　悦子，
関根　靖彦（順不同）

（大会委員長）高木　信夫，（大会準備委員会）金澤　　章
（評議員）荒木　弘之，堀内　　嵩，中別府雄作，城石　俊彦，舘田　英典，田嶋　文生，金澤　　章，

渡辺　正夫，荻原　保成，太田　邦史，田村浩一郎，伊藤　建夫，菱田　　卓，篠原　　彰，
和多田正義，関口　睦夫，片山　　勉，森　　郁恵，颯田　葉子，（順不同）

１　会長挨拶（五條堀）
２　大会委員長挨拶（高木）
　第８２回大会準備状況について報告がなされた．
３　報告
　３．１　会長（五條堀）
煙　第８１回大会以降の物故会員について以下のとおり報告がなされた．
三浦謹一郎名誉会員（２００９年９月２１日ご逝去　享年７８歳）
長島　栄一会員（２０１０年６月６日ご逝去　享年８６歳）

煙　学会固有の大会参加登録システムの構築および電子化投票システムの導入による役員選挙の実施につい
て報告がなされた

煙　アメリカ遺伝学会より IGFを退会する旨の連絡があり，今後日本遺伝学会が IGFにどのように対応し
ていくか協議し，IGFの現状をもう少し調査するこにした．

　３．２　国内庶務幹事（小林）
煙　シンポジウム等の後援，協賛の報告がなされた．
「第４７回アイソトープ・放射線研究発表会　７/１－３」
「平成２２年度女子中高生夏の学校２０１０〜科学・技術者のたまごたちへ　８/１２－１４」
「第６０回東レ科学講演会　９/１７」

煙　学術賞・研究助成の結果報告がなされた．結果は以下の通り．
４０年ぶりに第５０回東レ科学技術賞を岡田典弘会員（東工大）が授賞した．
東レ研究助成２件不採択，山田財団２件不採択

煙　昨年電子化委員会を発足し，今年の６月に大会参加登録システムおよび演題登録システムを公開し，８
月に役員選挙において電子化投票システムによる電子化投票を実施した．また，選挙結果の報告がな
された（総会資料を参照）．今回両システムであげられた改善点については，次期大会および次期選挙
までに吸収し，機能アップをはかる．

　３．３　渉外庶務幹事（岩崎）
煙　生物科学学会連合の活動として，生科連案内パンフレットの発行，次期代表選について加盟学会からの
代表候補推薦最終締切９/２４，生物科学学会連合定例会議１０/８で推薦候補者が２名以上いた場合には定
例会議にて投開票の上議決することなどの報告がなされた．

煙　生物学 Olympic委員会活動として，今年は韓国にて生物学 Olympicが開催され，日本から４名が参加
し，金メダル１名，銀メダル３名を獲得した．（石和先生（代）岩崎）

煙　今大会よりプレナリーワークショップ（昨年の BP賞授賞者３名の発表）開催の報告がなされた
　３．４　会計幹事（真木）
　２００９年度の収支報告，２０１０年度の中間報告，決算報告外資金についての報告がなされた．また，昨年の
第２回評議員会にて了承された特別事業基金からの特別支出として，大会参加登録・演題登録システム，
電子化投票システムおよび遺伝学用語集編集委員会への支出について報告がなされた．

　３．５　編集幹事（遠藤隆）
　GGSの編集および発行状況，GGS論文賞選考経過，GGS VOL８５ NO. ３ 発行の遅延および今後の GGS
の出版形態について報告がなされた．（詳細は編集委員会議事録を参照）

　３．６　企画集会幹事（遠藤俊徳）
煙　第８３回大会（京都）は２０１１年９月２０，２１，２２日に開催することが遠藤隆次期大会委員長より報告された．
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煙　第８４回大会候補地は九州西地区で開催予定と報告がなされた．
煙　第１２回遺伝学談話会（東北地区にて２０１０年２月２０日開催）および，第１３回遺伝学談話会（四国地区にて
２０１０年８月６日に開催）についての報告がなされた．

　３．７　将来計画幹事（山本）
煙　法人化については今後の社会情勢を見守りながら，対応について検討していくこととした．
煙　遺伝学用語集編集委員会の活動報告がなされた．特に今大会では一般講演に桝屋会員による中間報告が
演題登録されていると報告がなされた．

　３．８　男女共同参画（松浦）
　女子中高生夏の学校２０１０～科学・技術者のたまごたちへ８/１２－１４への参加報告および，名古屋大会，松
本大会に引き続き札幌大会でもランチョン WSの開催について報告がなされた．また，会員の男女比，札
幌大会における座長の男女比，会員の年齢分について，および札幌大会演題登録時でのウェブアンケート
についての分析結果についての報告がなされた．

　３．９　広報担当（関根）
　新幹事の挨拶がなされた．また，今後は英語版 HPを強化していくこと，GSJ.COMの内容の充実につい
て話合いがなされた．特に，ご逝去された名誉会員の先生方の追悼文の掲載にていて，ご執筆の依頼につ
いての担当者の割り振りがなされた．割り振りは以下の通り．
C. C. TAN先生（会長），田中先生（住田先生），三浦先生（会長），小関先生（池村），樋渡先生（山本），
田島先生（幹事全員）

　３．１０　遺伝学普及・教育担当（池村）
　理系学生における高校生物の未履修の問題など，今年度の活動状況の報告がなされた．

　３．１１　日本学術会議報告（五條堀）
　大型プロジェクトについて文部科学省より学術コミュニティーの意見が求められているので，今後も連
携して活動をしていきたい．

　３．１２　２０１０年度日本遺伝学会賞選考委員会報告（五條堀）
　６月２３日に学士会館にて開催された学会賞選考委員会について次のとおり報告がなされた．木原賞４件　
奨励賞２件の応募があり，審議の結果，次の会員を授賞者とした．
　　木原賞：荒木　弘之会員，林﨑　良英会員
　　奨励賞：沖　　昌也会員

　３．１３　その他
　過去の奨励賞受賞者の皆さんに，大会での WSの開催など，学会活動への積極的な参加を呼びかける．

４　協議事項
　会計幹事報告の際に，審議され了承された．

以上
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日本遺伝学会第８２回大会総会議事録

日　時　２０１０年９月２１日（火）　１５時１０分～１６時１０分
場　所　北海道大学高等教育機能開発総合センター　大講堂
出席者　五條堀会長，幹事他９０名
１．議長選出
　議長に鈴木会員（北海道大学）金澤会員（北海道大学）が選出された．
２．高木大会委員長挨拶
３．五條堀日本遺伝学会会長挨拶
４．報告事項（評議員会議事録参照）
５．議　　事
①　２００９年度会計決算について
真木会計幹事から総会資料にもとづき説明がなされた．また，角谷徹仁会計監査から，６月２１日に角谷徹
仁会計監査とともに国立遺伝学研究所にて会計監査を実施した結果，２００９年度の会計は適正に行われて
いる旨の報告があり，それぞれ承認された．

②　２０１１年度予算案について
真木会計幹事から，総会資料にもとづき説明があり，予算通り承認された．

③　第８４回大会について
遠藤企画集会幹事から，第８４回大会が評議員会において九州地区で開催することが認められている旨の
報告がなされ，同地区での開催が承認された．

④　名誉会員の推薦
五條堀会長から，国内名誉会員に杉浦昌弘会員を推薦したい旨の報告があり，了承された．

⑤　第８３回大会委員長挨拶
遠藤隆次期大会委員長から，２０１１年９月２０日～２２日に京都大学で第８３回大会を開催する準備を進めてい
る旨，挨拶があった．

日本遺伝学会木原賞・奨励賞授与式記録
　総会終了後，今年度の木原賞受賞者（荒木弘之会員，林﨑良英会員）および奨励賞受賞者（沖　昌也会員）に
五條堀孝会長からそれぞれ賞状と副賞が授与された．授賞式終了後に木原賞，奨励賞受賞講演が行われた．
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２０１０年度日本遺伝学会編集委員・編集顧問合同会議議事録

開催日時：２０１０年９月１９日（日）１６：５０－１８：５０
会議場所：北大学術交流会館第四会議室　
出 席 者：岩崎、真木、松浦、村田、中別府、颯田、澤村、城石、舘田、田中、田嶋、寺地、五條堀、伊藤、

森脇、向井、森、関口、遠藤（敬称略）

議　題
１． GGS PRIZEについて
　当日候補論文６篇の概要報告が舘田委員より行われ，審査の結果，下記の２編の論文に GGS Prize ２０１０ を授
与することが決定された．
The spatial expression patterns of DROOPING LEAF orthologs suggest a conserved function in grasses
by Motokazu Ishikawa, Yoshihiro Ohmori, Wakana Tanaka, Chizuru Hirabayashi, Koji Murai, Yasunari 
Ogihara, Takahiro Yamaguchi and Hiro-Yuki Hirano

　
A dominant mutation of TWISTED DWARF 1 encoding an α-tubulin protein causes severe dwarfism and right 
helical growth in rice
by Hidehiko Sunohara, Takayuki Kawai, Sae Shimizu-Sato, Yutaka Sato, Kanna Sato and Hidemi Kitano

２．GGS発行の遅れについて
　GGS発行の遅れに関して以下の事項について議論され，了承された．
８５巻３号の発行の遅延について
　遠藤編集委員長より８５巻３号がまだ発行できないでいるが，掲載予定論文が揃っているので近日中に発
行できる見込みとの説明があった．また，編集委員長より，９月１９日現在，審査中の論文が２０編あるので，
審査の迅速化が再度要請された．
今後の GGSの出版形態について
　GGSを商業誌からの出版する可能性を検討した．利点としては投稿論文の増加や Impact Fcatorの上昇，
欠点としては Open Access や科研費獲得が困難になることが議論された．商業誌からの出版の損得を明ら
かにするため，城石委員を中心に商業誌から情報収集することを依頼した．
編集体制の強化について
　GGSの編集・発行，Review論文の投稿促進，GGS Prizeの選定等を支障なく進めるために，現在の遠藤，
舘田に加えて岩崎，澤村，颯田の３委員を加え編集会議（仮称）を組織することを決定した．（本件につい
ては，会議で十分な合意が得られていなかったと思いますが，当該委員にはご承諾をいただいております
ので，ご了承くださるようお願いいたします．）

３．　編集委員の交代について
　以下の編集委員の退任，新任が報告，了承された．
退任
　INOUE， Hirokazu
新任
NAKABEPPU, Yusaku （DNA Repair, Mutagenesis, Carcinogenesis, Neuroscience）
Division of Neurofucntional Genomics, Department of Immunobiology and Neuroscience, Medical Institute 
of Medical Biology, Kyushu University, Fukuoka ８１２–８５８２, Japan
Tel. +８１–９２–６４２–６８００; fax +８１–９２–６４２–６７９１; yusaku@bioreg.kyushu-u.ac.jp

TANAKA, Shuuitsu （DNA Repair, Apoptosis, Fungi Genetics）
Department of Regulatory Biology, Faculty of Science, Saitama University, ２５５ Shimoohkubo, Sakura-ku, 
Saitama ３３８–８５７０, Japan
Tel. +８１–４８–８５８–３４１４; fax +８１–４８–８５８–３４１４; shtanaka@mail.saitama-u.ac.jp
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４．その他
　報告・協議事項
１．論文発行状況
　Volume ８４

　Volume ８５

２．論文投稿状況（９月６日現在）

OtherShortFullReview掲載論文数号

０１９０１０１

０２７０ ９２

０３５０ ８３

０１６０ ７４

００９０ ９５

１０４０ ５６

OtherShortFullReview掲載論文数号

００８０ ８１

００７０ ７２

３

４

５

６

２００９．４．１～２０１０．３．３１（参考）２０１０．４．１～２０１０．９．６

６５２９投稿論文数

３６ ５採択論文数

２５ ５不採択論文数

 ４１９
校閲中又は
取下げ論文数

５９％ （３６/６１）５０％ （５/１０）採 択 率
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　　日本遺伝学会第８２回大会を終えて
　今年度の日本遺伝学会大会は，去る９月２０日から２２日までの３日間，北海道大学高等教育機能開発総合
センターを会場として開催しました．札幌での大会はこれが８回目になりますが，前回の１９９８年からは１２
年目なので，多くの方が参加してくれるものと楽観しておりました．しかし，演題受付開始から２週間過
ぎた時点で受け付けた演題数が１３であったのには少々慌てました．締め切りを２週間延ばしてようやく１６５
に達し，最終的には例年とあまり変わらぬ１７２演題となりました．受付期間を延長したため，その後のプロ
グラム編成や座長の決定などが時間的に窮屈になり，プログラム委員には大変な苦労を強いることになり
ました．今後はしっかりと期限が守られるよう期待したいと思います．また，今回初めて用いられた参加
登録演題登録システムでは準備委員会がリアルタイムで情報を収集することが出来ませんでした．この点
の改善が必要であると強く感じました．
　演題登録には課題が残りましたが，参加者は事前登録と当日登録を含めて，近年の大会とほぼ同数とな
りました．ご参加いただいた会員のみなさま，いろいろご支援いただいた会長を始めとする学会役員，幹
事のみなさまに厚く御礼申し上げます．シンポジウム／ワークショップは６課題並行して行われたため，
どこに参加すべきか迷われた方もおられたに違いありません．シンポジウム／ワークショップの数をもう
少し減らすことも考えるべきかもしれません．いずれにしても演者として相当数の非会員の方々のご参加
をいただき充実した内容となりました．演者の方々に深く感謝いたします．時間的には限られていましたが，
男女共同参画ワークショップに感銘を受けた学会員は少なくなかったのではないでしょうか．女性の力を
生かすためにはこの問題への意識を益々高めて行くことが重要でしょう．
　品川前学会長の指名により，定年後８年目の年寄りが委員長という遺伝学会の高齢化を象徴するような
今大会でしたが，準備委員会の若い方々が誠心誠意頑張って下さり，遺伝学会事務局の鈴木さんや AE企画
の衛藤さんの強力な支援もあって，円滑に大会の準備・運営に当たることが出来ました．感謝で一杯です．
最後に，経費の助成をしていただいた農学部の同窓会組織である社団法人札幌農学振興会に厚く御礼致し
ます．
　　　　

　　　　大会委員長　高　木　信　夫

日本遺伝学会第８２回大会報告書
日本遺伝学会第８２回大会委員長　高　木　信　夫

会　期：２０１０年９月２０日（月）～９月２３日（木）
会　場：北海道大学高等教育機能開発センター及び北海道大学学術交流会館

１）参加人数

２１７名大会参加者（一般）
１１４名大会参加者（学生）
１００名公開市民講座
４３１名合　　計（のべ人数）

２０２名懇親会参加者

３）会計報告

金　額支　　　出金　額収　　　入
426,131会 場 費1,000,000学会補助金
869,750会場設営費（展示設営費・機材費･ポスター設営費）2,785,000大会参加費･懇親会費
1,452,410印 刷 費441,000広 告 料
1,061,100懇親会費467,250展示会出展料
84,000ケータリング費（コーヒーサービス等）4,000予稿集売上
966,150当日運営費1,400,000公開市民講座補助金
1,039,137事前準備諸経費200,000北海道大学農学部助成金
250,000業務委託金28,000そ の 他
176,572学会への返金6,325,250計
6,325,250計

２）演題数

１７２演題一般口演
　９演題シンポジウム
　５９演題ワークショップ
　３演題男女共同参画ランチョンセミナー
　３演題木原賞・奨励賞
　３演題プレナリーワークショップ
２４９演題合　　計
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拳名誉会員および学会賞受賞者の紹介拳

日 本 遺 伝 学 会 奨 励 賞

沖　　昌也　会員
（福井大学大学院　工学研究科　准教授）

「ヘテロクロマチン領域境界のエピジェネティックな調
節機構の解析」
Analysis of the epigenetic regulation of boundary at het-
erochromatin region

日 本 遺 伝 学 会 木 原 賞

荒木　弘之　会員
（国立遺伝学研究所　教授）

「出芽酵母におけるDNA複製開始メカニズムの
分子遺伝学的解析」
Molecular genetic studies on mechanism of the 
initiation of DNA replication in budding yeast

林崎　良英　会員
（理化学研究所　オミックス基盤 

研究領域　領域長）
「RNA大陸」の発見
Discovery of ‘RNA continent’

名　 誉　会　員

杉浦　昌弘　会員
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推　薦　者：篠原　　彰（大阪大学蛋白質研究　教授）
受賞候補者：荒木　弘之（情報・システム研究機構　国立遺伝学研究所　教授）

・略　歴
昭和４８年　　　　　　　　　　大阪大学理学部生物学科入学
昭和５２年　　　　　　　　　　大阪大学理学部生物学科卒業
昭和５２年　　　　　　　　　　大阪大学大学院理学研究科生理学専攻入学
昭和５７年　　　　　　　　　　大阪大学大学院理学研究科生理学専攻修了（理学博士）
昭和５７年　　　　　　　　　　大阪大学工学部助手
昭和６３年１０月－平成２年９月　海外研修：米国 NIH（NIEHS） Visiting Associate
平成４年　　　　　　　　　　大阪大学微生物病研究所助教授
平成１０年　　　　　　　　　　国立遺伝学研究所教授

・賞など
    井上学術賞（２００４年２月）

・研究題目：（和文）出芽酵母における DNA複製開始メカニズムの分子遺伝学的解析
　　　　　　（英文）Molecular genetic studies on mechanism of the initiation of DNA replication in budding yeast

・推薦理由
　荒木弘之博士は，長年にわたり，分子遺伝学，遺伝学の研究分野で活躍されており，特に DNA複製やその制御機構の研究
ではいくつもの世界的に重要な発見を行いました．荒木博士の主要研究業績は以下に述べますように，荒木博士の研究成果は
当該分野のみならず，ライフサイエンス全体の発展に広く貢献し，また，日本のみならず世界的にも極めて高く評価されてい
ます．このように DNA複製やその細胞周期制御の解明で画期的な発見をされた荒木弘之博士は，日本遺伝学会の木原賞の候
補者に最も相応しい分子遺伝学者であると考えられ，よって強く推薦いたします．

DNA複製と細胞周期チェックポイントを結ぶ因子の発見
　DNA複製は細胞の増殖に必須の過程であり， １回の細胞周期あたり一度しか起きないように厳密に制御されています．ま
た，DNA複製の進行が阻害を受けると，細胞周期の進行を停止，もしくは遅延させる，チェックポイント機構があることが
知られています．１９９０年前半代では，複製阻害チェックポイントのシグナル伝達を担う因子は同定されていましたが，複製阻
害を認識する分子的実体は明らかでありませんでした．荒木博士は，DNAポリメラーゼ eの変異株から，新規因子 Dpb１１ 
を，遺伝学的手法を用いて同定しました．そして，この因子が DNA複製開始のみならず，複製阻害チェックポイントにも機
能すること，つまり，Dpb１１ を含んだ DNAポリメラーゼ eがチェックポイントの感知因子（センサー）として働くことを
世界にさきがけて示しました（文献３７）．この発見はその後の荒木博士の研究の原点とも言える仕事であり，この発見が荒木
博士ののちの数多くの新規発見を生み出した成果です．この研究は DNA複製分野のみならず，細胞周期やチェックポイント
の分野でも高く評価されています．

DNA複製の開始を司る複合体の同定
　DNA複製開始に関わる因子は複数同定されていましたが，開始複合体と DNAポリメラーゼを最終的に複製開始点（ori）
に呼び込む因子やその制御については，ほとんど分かっていませんでした．荒木博士は，自身が単離した Dpb１１ を出発点に，
様々な遺伝学的手法を用い，DNA複製に関わる因子を数多く見つけました（Sld２， Sld３， Sld５， Psf１， Psf２， Psf３ など）。新
しい因子をこれだけ短期間で同定したことは，大きな驚きであります。なぜなら，これほど多くの新規因子があるとはあまり
思われていなかったためです。その上で荒木博士は，同定した因子を詳細に解析することにより，GINS（Sld５-Psf１-Psf２-Psf３）
と呼ばれる複製の開始のみならず，伸長に必要な新規複合体を見出しました。この複合体は，複製の開始のみならず，伸長に
極めて重要な働きをする必要な新規因子であります（文献４２－４６）。荒木博士は如何に分子メカニズムを解明するのに，遺伝
学がいかに力を発揮するかを見事に示した点で，世界的に評価されています。この業績は実際，超一流誌に掲載されています。
この発見を契機に活性化型の DNA複製のヘリケース複合体が提唱され，現在広く受け入れられている複製開始のモデルの提
唱に至りました。この発見により，トップランナーとしての荒木博士は確立し，国際会議では，必ずや招待講演や座長に選出
されております。荒木博士は国際的に広く信頼されている研究者であると断言出来ます。

DNA複製開始の制御メカニズムの解明
　DNA複製は１回の細胞周期あたり一度しか起きないように制御されています。その制御にはサイクリン依存性キナーゼ

２０１０年度日本遺伝学会木原賞候補者推薦書
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（CDK）が必須の役割を果たすことが分かっていましたが，その標的タンパク質については不明でした。荒木博士は CDKの
複製における標的タンパク質が Sld２ と Sld３ であり，その CDKによるリン酸化が，Dpb１１ との複合体形成に必須であること
を見出しました。その発見に到る研究スタイルはまさに遺伝学の王道を行く “変異株の単離”から始まりました。巧妙なトリッ
クを用いて，新規の変異を同定し，それをもとにさらに分子遺伝学的手法で，積み上げ，因子，複合体を同定し，複製開始の
新しい分子モデルを提出し，高く評価を受けています（文献４５，５１）。遺伝学の研究の美しさを体現した将来に残る研究成果
の１つです。実際にこの研究成果の一部は Nature Articleに掲載されたことからも，この研究の価値の高さが容易に分かると
思います。成果のみならず，その研究の展開も常に分子遺伝学的手法に力点を起き，そこに分子生物学，あるいは生化学的手
法，概念を積みかねる，新しい形の遺伝学を体現している点でも，遺伝学のリーダーと呼べるに相応しい研究者と断言できま
す．

新しい DNAポリメーラゼの発見
　米国 NIH/NIEHS時代の１つの大きな発見は DNAポリメラーゼ eです。その当時　DNAポリメラーゼは， a， dの２つ
だけであると信じられてきまたが，荒木博士らの研究により第３の DNAポリメラーゼが見出され，eと名付けられました．
当時は大きな論争を引き起こしましたが，その後この DNAポリメラーゼ eが leading鎖を合成していることが証明され，歴
史的な発見に大きく貢献しました（文献１７）．荒木博士が行った遺伝的解析，“DNAポリメラーゼ eは細胞の増殖に必須であ
る”，という成果がこの DNA合成酵素の大切な役割を示したことになります．

T７ ファージの組換えと酵母の部位特異的組換えの仕組みの解明
　荒木博士は大学院時代には大阪大学理学研究科で小川英行教授（木原賞，平成９年受賞）のもとで，当時，組換えのモデル
生物の１つであった T７ ファージを用い，T７ ファージの組換えの仕組みを，遺伝学を用いて解明しました．特に，gene ２．５ 
が T７ ファージの一本鎖 DNA結合タンパク質（SSB）であることを世界で初めて示した成果（文献１－４）は，当時として
特筆すべきものであります．この研究がもとで，その後 gene ２．５ SSBが DNAポリメラーゼの活性を促進する因子とし見出
され，複製と組換えの共役のメカニズムが明らかになりました．その後，大阪大学工学部発酵学科で助手の職を得て，大島泰
治教授（木原賞，平成８年受賞）と共同で，醤油酵母（Zygosaccharomyces rouxii）を用いて，その酵母が持つプラスミド pRS１ 
の研究から，そのプラスミドの複製，維持に必要な，新しい部位特異的組換え系を見出しました．遺伝的な解析から，その組
換えに働く因子を同定しました（文献１４など）．古くは大学院生時代に遡り，長年にわたって遺伝学の分野に貢献していたと
言えます．

　このように荒木博士は一貫して遺伝学をその礎に，遺伝学のモデル生物の出芽酵母を用いて，DNA複製を中心とした研究
を行ってきました．その業績は世界的に広く評価されています．日本は岡崎令治先生の時代から， DNA複製の分野において
世界を常にリードして来ました．その良き伝統を受け継ぎ，現在を担っているのがまさに荒木博士と言えます．また，分子生
物学全盛の時代，このような生粋の分子遺伝学者が築き上げた知的財産は非常に学術的意義の高いものと言えます．このよう
な世界的な遺伝学者，荒木弘之博士は，日本遺伝学会の木原賞に最も相応しい人物の一人と断言できますので，強く推薦する
次第です．
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２０１０年度日本遺伝学会木原賞候補者推薦書

推　薦　者：荻原　保成（横浜市立大学木原生物学研究所　教授）
受賞候補者：林﨑　良英（理化学研究所　オミックス基盤研究領域　領域長）

・略　歴
　１９８２年大阪大学医学部医学科卒業（医学士，医師免許取得），１９８６年同大学医学部大学院博士課程修了（医学博士号授与），
大阪大学細胞工学センター，国立循環器病センターを経て１９９２年より理化学研究所にて勤務，１９９４年よりゲノム科学研究室（現
林崎生体分子機能研究室）主任研究員．１９９５年遺伝子エンサイクロペディアプロジェクト着手，１９９８年より理研ゲノム科学総
合研究センター遺伝子構造・機能研究グループプロジェクトディレクター．２００８年４月より理研オミックス基盤研究領域領域
長就任．２０００年より国際共同研究コンソーシアムである Funcional Annotation of Mouse（FANTOM）会議を組織し，オーガ
ナイザーとなる．２００３年スウェーデン王立カロリンスカ研究所客員教授就任．同年よりクイーンズランド大学（オーストラリ
ア）Honorary Professor兼任．

・受賞歴
１９９５年５月　東京テクノ・フォーラム２１ゴールド・メダル受賞：「高速ゲノム解析法の創出」
２００１年２月　つくば賞受賞：「大量高速遺伝子解析技術の開発とそれを用いた遺伝子辞書の作成」
２００４年４月　文部科学大臣賞（研究功労者）受賞：「DNAの常温保存流通方法に関する研究」
２００５年１２月　科学技術への顕著な貢献 in ２００５受賞：「未踏の RNA大陸の発見」
２００６年５月　紫綬褒章受章：「高等生物の大規模遺伝子解析とライフサイエンスの国際標準プラットフォームの開発」

・研究題目：（和文）「RNA大陸」の発見
　　　　　　（英文）Discovery of ‘RNA continent’

・推薦理由
　高等生物の「RNA大陸の発見」の業績により林﨑良英氏を２０１０年度日本遺伝学会木原賞に推薦する．

　林﨑氏と彼が率いるグループは，従来２％の領域しか機能していないと考えられていたゲノム DNAが，実際には７０％以上
RNAに転写されていることを明らかにした．さらに，タンパク質に翻訳されない RNA（non-coding RNA/ncRNA）の種類は
それまでわずか１００種類（tRNAと rRNAを除く）しか知られていなかったが，林﨑氏らは遺伝子総数の約半数を占める２３,０００
以上の新規 ncRNAを発見した．この成果により，従来のライフサイエンスにはなかった「RNA大陸」という新たな概念と
研究分野が創出された―これまで人類は，遺伝子を半分以上見落としていたのである．これらの ncRNAの多くは，従来遺伝
子をコードしていないと思われていた領域（ジャンク DNA）から転写されたものであった．
　また，林﨑氏はタンパク質をコードするセンス鎖に対し，その相補鎖であるアンチセンス鎖が転写されているセンス／アン
チセンスペア，３６,０００種を発見し，これらアンチセンスが RNAレベルで遺伝子の発現制御を行っていることを明らかにした．
林﨑グループが発見した３６,０００種のセンス／アンチセンスペア中には生命活動の基本をなす機能に関連するものや，種々の疾
病原因遺伝子など重要な遺伝子が数多く含まれている．林﨑氏がイニシアティブを取っているこのアンチセンス RNAの機能
研究の進展により，疾病を含む多くの生理現象が解明され，核酸医薬開発に多大な貢献が期待できる．
　さらに林﨑氏は，ncRNAが遺伝子発現制御や翻訳制御，その他の生理的現象において重要な機能を担っていることを，２００５
年 Science誌の RNA特集号に発表された論文で明らかにし，“セントラルドグマの枠を超えた RNAの機能研究”が生物学の
新たな分野を開拓しつつある．林﨑グループによるこの発見後，世界で出版される ncRNAの論文報告数も指数関数的に増え
ており，非常にホットな新領域を形成している．
　このように「RNA大陸」の発見は，ライフサイエンスにおける日本発のパラダイム・シフトを引き起こし，RNAの多様性
を証明する数々の重要な発見をもたらしている．

　これらの研究に至った背景と，研究の独創性は以下のとおりである．

　１９９０年代に入りライフサイエンスの大きな潮流としてゲノム解析が注目され，世界では種々の生物のゲノム配列解析プロジェ
クトが開始された．米国を中心としたヒトゲノム計画が鳴り物入りで始まる中にあって林﨑氏は冷静に考え，ゲノム計画と補
完的であり，且つ独創性の高い完全長 cDNAプロジェクトに着手した．
　林﨑氏は，ヒトとほぼ同じ遺伝子をすべて持つマウスを用い，あらゆる発生ステージにおける様々な生体組織から抽出した
mRNAを，完全なコピーである完全長 cDNAとして解読し，それぞれの組織の細胞でどのような遺伝子が働いているのか？
その遺伝子は染色体上のどこにあるのか？遺伝子の塩基配列はどうなっているか？などの情報が一覧できる「遺伝子エンサイ
クロペディア」の整備を目標とした．細胞の多様性を作るメカニズムを理解するためには，ゲノム配列ではなく，遺伝子機能
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の網羅的解析が必要である．林﨑氏が目標としたデータベースの整備は，遺伝子機能研究の発展に多大な貢献をもたらすもの
である．
　この計画を実現するため，林﨑氏は独創的な新規要素技術の開発から取り掛かった．生体組織から遺伝子を取り出して塩基
配列を決定するためには，cDNA（遺伝子）を合成する必要がある．当時の cDNA合成技術は未熟で，大規模な解析に適用で
きるものではなかった．そこで，林﨑氏は遺伝子を完全な形で取り出せる技術開発を進め，「完全長 cDNA合成法」を編み出
した．さらに収集した遺伝子の塩基配列を解読する大規模シーケンスシステムの構成技術として，当時類を見なかった「３８４
本マルチキャピラリーシーケンサー」，「鋳型調整技術」，「シーケンスデータ解析プログラム」などを開発し，それらを結集し
て４０,０００サンプル／日のキャパシティーを持つシステムの構築に成功した．
　こうして作り上げられた技術とシステムを使って，林﨑グループは大規模な遺伝子配列決定に乗り出した．収集したクロー
ンの数は２００万個以上のおよび，それらの末端塩基配列を決めてクラスタリングし代表クローン１２万個の全長を解読した．こ
うして生産された膨大なデータの解析には，世界中から１００名を超える研究者を招いて国際 FANTOM（Functional Annotation 
of Mouse Genome）consortiumを組織した．FANTOM会議はこれまでに FANTOM １（２０００年８月），FANTOM ２（２００２年
４月），FANTOM ３（２００４年７月および９月），FANTOM ４（２００６年１２月）の計４回開催され，解析結果は，Nature, Science, 
Nature Genetics, Cellなどに掲載された．これは，高等動物の遺伝子を網羅的に解析しランドスケープを描くことに成功した
世界初のプロジェクトである．
　また，FANTOM会議における重要な発見のひとつに「一つの遺伝子から数種以上の mRNAが転写される事実」がある．
一つの遺伝子から産生される多種類の完全長 cDNAについて解析が行われ，全遺伝子の６５％以上が選択的スプライシングさ
れていることや，転写開始点・転写終結点の違いにより様々な mRNAバリアントが産生されることが示された．この結果は，
限られた遺伝子数しかコードされていないゲノムから多種多様な生命活動を営む理由を説明する鍵として極めて重要である．
さらに，完全長 cDNAの ５’末端配列を収集する CAGE（Cap Analysis of Gene Expression）法という独自開発技術を用い，
従来の１０倍，約１８０,０００種のプロモーターを同定した．この CAGE技術は，プロモーターごとの転写制御のネットワークを描
ける時代を拓いた．これまでゲノム DNAから RNA生成が始まる点はゲノム上の一点に厳密に決まっていると考えられてい
たが，林﨑グループの解析により，高等動物では多くの場合，転写開始点は曖昧で一定領域中のいろいろな点から転写が開始
されていることが明らかにされた（ブロード型プロモーター）．多くの組織で普遍的に発現している遺伝子の多くはブロード
型プロモーターを持つ傾向があることも突き止めた．

　これら林﨑氏の成果は，国内外で高い評価を得ている．同時に，「RNA大陸」発見の過程において構築された成果は，DDBJ
（国立遺伝学研究所　日本 DNAデータバンク）などを通じて，データベースとして世に公開され，整備された遺伝子クロー
ンバンクは，現在広く世界の研究者に利用されるゲノムリソース（平均５秒に一回アクセスがある）となっている．たとえば，
京都大学の山中伸弥教授らは，ES細胞に含まれる初期化因子は，ES細胞の万能性や高い増殖能を維持する因子と同一であ
るという仮説のもと，FANTOMクローンデータベースから，初期化因子の候補として２４因子を選定し，この中の特定の３因
子を組み合わせると，マウスの線維芽細胞から，万能幹細胞（iPS細胞）が誘導されることを示した．これは，FANTOMデー
タベースが研究成果達成までの時間を大幅に短縮した一例である．さらに，林﨑氏が開発した種々の技術やシステムは，イネ，
ジロイヌナズナ，ヒトなど他の遺伝子解析プロジェクトにも活用され，多くの成果を産出している．「RNA大陸の発見」を含
む林﨑氏のこれらの研究成果は，ライフサイエンスの研究に革新的な知見と方法論を提示し，その具体的手段を提供し，今後
の疾病の解明，医薬開発，農林水産業等に多大な影響を与え，２１世紀のライフサイエンスの発展に貢献していくことは間違い
ない．
　最後に，林﨑氏の成功の基礎には，世界の状況に即した高度な戦略的判断力と企画力，科学的重要性をいち早く見抜く傑出
した洞察力と使命感，そして彼の強力なリーダーシップに裏づけされた研究推進力がある．以上をもって私は，林﨑氏を２０１０
年度日本遺伝学会木原賞に推薦する次第である．
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推　薦　者：沖　　昌也（福井大学大学院工学研究科・准教授）
受賞候補者：沖　　昌也（福井大学大学院工学研究科・准教授）

・略　歴
平成６年３月　　　　　　　　富山大学工学部化学生物工学科卒業
平成８年３月　　　　　　　　富山大学大学院工学研究科修士課程　化学生物工学専攻修了
平成１１年３月　　　　　　　　九州大学大学院医学系研究科博士課程　分子生命科学系専攻修了　博士（理学）取得
平成１１年４月～平成１３年３月　日本学術振興会特別研究員（PD）九州大学　　
平成１３年４月～平成１４年３月　日本学術振興会特別研究員（PD）米国立衛生研究所（NIH）
平成１４年４月～平成１５年１月　米国立衛生研究所（NIH)研究員
平成１５年２月～平成１７年１月　日本学術振興会海外特別研究員（NIH)
平成１７年２月～平成１７年６月　米国立衛生研究所（NIH)研究員
平成１７年７月～平成１８年７月　長崎大学医学部　助手
平成１８年７月～平成１８年１０月　理化学研究所　神戸研究所　研究員
平成１８年１１月～現在　　　　　福井大学大学院工学研究科　准教授
平成１９年１０月　　　　　　　　学生が選ぶ「優秀教員（ベストティーチャー）」に選出される
平成２１年１０月～　　　　　　　JST 「さきがけ」研究員兼任　

・遺伝学会における活動歴
１.　日本遺伝学会第８０回大会（２００８年度）　ワークショップ発表
２.　日本遺伝学会第８１回大会（２００９年度）　学生発表も含め２演題発表
３.　日本遺伝学会第８２回大会（２０１０年度）　シンポジウムで発表予定
今後も毎年演題発表を行う予定である。

・研究題目（和文）ヘテロクロマチン領域境界のエピジェネティックな調節機構の解析
　　　　　　（英文）Analysis of the epigenetic regulation of boundary at heterochromatin region

・推薦理由
　私は，九州大学大学院医学系研究科において，西本毅治教授の指導のもと，低分子量 G タンパク質 Ran が細胞質から核へ
の物質輸送に必須である事を明らかにしました （Oki et al., （１９９８） Mol. Gen. Genet.）．また，新規 RanGTP 結合蛋白 Mog１ 
を発見し，その解析を行うことにより１９９９年に理学博士を取得しました （Oki and Nishimoto （１９９８） Proc. Natl. Acad. Sci. USA），
（Oki and Nishimoto （２０００） J. Biol. Chem.）．
　その後２００１年から２００５年まで，米国立衛生研究所 （NIH） の Rohinton Kamakaka博士の研究室へ留学し，染色体上に存在す
るヘテロクロマチン領域の伸長停止を決定する分子メカニズムについて研究を行い，境界が DNAシス配列とヒストン修飾酵
素の相加的な働きで決定されることを明らかにしました （Oki and Kamakaka （２００５） Mol. Cell）．更に，出芽酵母全遺伝子約
６０００個の中から境界形成因子を分離する新規スクリーニング法を開発し，５５個の遺伝子が境界形成機能を保持していることを
発見しました （Oki et al., （２００４）Mol. Cell. Biol.）．これら私が米国で行った研究はクロマチン境界研究の草分け的な研究となっ
ています．現在は，福井大学において自身の研究グループを立ち上げ，上記研究成果をもとに，大きく２つの異なる研究テー
マを進めております．１つは Mog１p と核輸送に関する分子レベルでの詳細なメカニズム解析で，研究成果は独立後初めての
論文として報告しました （Oki et al., （２００７） Gene）．もう１つのプロジェクトは様々な疾患との関与が報告され注目されてい
るエピジェネティクスの分野において，「エピジェネティクスと遺伝」という新たな視点から解析を行っております．従来ま
での報告は，様々な状態の細胞が混ざっている条件下で解析されていたのに対し，私の系では単一細胞レベルで解析する方法
を新たに開発しました．それは，単一細胞から分裂をスタートさせ，蛍光顕微鏡下で１０世代以上観察し続け，それぞれの細胞
の世代を超えた遺伝子発現状態変化を正確に定量するシステムです．その成果として，従来，混ざりの状態では解析出来なかっ
た個々の細胞においてヘテロクロマチン領域の境界が揺らぐ現象の存在を発見し，更にこの揺らぎ現象は分裂を繰り返しても
数世代維持され，その後再び変化することを見出しました．システムの確立には，細胞を顕微鏡下で２４時間以上培養し続ける
ための培養条件の検討，正確に定量を行うための定量方法の検討，細胞にダメージを与えず分裂を続ける方法の検討などが必
要で，その過程で様々なトラブルがあり，また専用解析ソフトの開発などにも多くの時間を費やしてしまいましたが，現在，
これらの成果をもとに論文を作成中です．
　このシステムを用いた研究内容を提案し，昨年度科学技術振興機構（JST）「さきがけ（エピジェネティクスの制御と生命
機能）」に採択され，今後更に研究を進めることにより，従来までの研究結果では明らかに出来なかった様々なエピジェネ
ティックな現象の分子レベルでのメカニズムが明らかになり，将来的には幅広い分野の研究の発展に貢献出来ると考えていま
す．本学会は私の研究内容に最も適しており，様々な議論が出来るため，今後も積極的に参加したいと思っております．本学
会の発展に少しでも貢献出来るよう頑張りたいと考えており，自身の研究の励みにもなるため，本奨励賞候補者に自薦させて
頂きました．

２０１０年度日本遺伝学会奨励賞候補者推薦書
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日　時：　２０１０年８月６日
場　所：　愛媛大学理学部

　本年の遺伝学談話会は，中国四国地区の愛媛大学の学会評議員を
世話人として，本会会員の JT生命誌研究館の蘇智慧主任研究員を講
師とする講演会として愛媛大学理学部で行なわれました．
　蘇智慧会員は「DNAから見た昆虫の起源と進化」の演題で，形態
的にも生態的にももっとも多様とも言える昆虫の起源と進化を理解
するためには，形態的，生態的，機能的など様々な観点からの研究
に加え，昆虫の系統関係を確実に解明することの重要性を，節足動
物の系統全体から丁寧に説明することで強調されていました．さら
に昆虫の起源に関する理解は，近年の分子系統学的研究により大き
く変化していること，昆虫類が多足類から進化してきたという従来
の説は，さまざまな遺伝情報を用いた分子系統解析の結果から昆虫
類が甲殻類にもっとも近縁であるという最新の考えに置換えられた
ことを，自らのデータも示しながら説明されました．また，ミトコ
ンドリア遺伝子を用いた解析では，昆虫類が他系統である可能性を
示すこと，昆虫類内部の系統進化についてはハチ目がもっとも祖先
的な完全変態類の系統であることなど最新の研究成果を交えながら，
無翅昆虫類３目の単系統性や有翅昆虫の起源の問題など，今後の課題についても考察されました．
　今回の講演会では，愛媛県内の会員数が少ないために，参加資格は問わない形式にし，幅広い分野の研究者
や学生に参加を呼びかけました．その結果，岡山から３名の大学院生や，愛媛大学の「未来の研究者養成プロジェ
クト」のメンバーである２名の高校生を含め，４５名の教員，大学院生，学部学生が講演会に参加しました．講
演後の討論では，ミトコンドリア遺伝子と核の遺伝子による系統樹の相違の原因についての質問など，活発な
議論がなされ，好評のうちに終了しました．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中国四国地区評議員・和多田正義）
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頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼頑顔

◆会　員　異　動◆

新入会・再入会

広島県東広島市鏡山１－３－１　理学部Ａ棟Ａ４１３
広島大学大学院理学研究科生物科学専攻
植物分子細胞構築学研究室

７３９－８５２６山　本　真　司

神奈川県三浦郡葉山町湘南国際村
総合研究大学院大学

２４０－０１９３安河内　彦　輝

弘前大学　農学生命科学部０３６－８５６１柏　木　明　子
京都市左京区北白川追分町　理学部２号館
京都大学大学院　理学研究科　環境応答遺伝子科学研究室

６０６－８５０２加　藤　誠　嗣

神奈川県三浦郡葉山町湘南国際村
総合研究大学院大学

２４０－０１９３河　野　美恵子

大阪府枚方市長尾峠町４５－１
摂南大学薬学部

５７３－０１０１今　村　大　輔

１１０２－３ Sedae building ３ga Hoehyeon-dong Jung-gu Seoul Korea 
１００－０５３

JAE WOOK
　AHN　

北海道網走市八坂１９６
東京農業大学生物産業学部生物生産学科

０９９－２４９３和　田　健　太

札幌市北区北１０条西８丁目理学部５号館５－７－０７
北海道大学　理学研究院　生物科学部門　生物科学分野

０６０－０８１０伊　藤　秀　臣

埼玉県さいたま市桜区下大久保２５５
埼玉大学理工学研究科

３３８－８５７０石　川　一　輝

札幌市北区北９条西９丁目
北海道大学農学部

０６０－８５８９本　間　雄二朗

北海道札幌市北区北１０条西８丁目
北海道大学大学院生命科学院　生命システム科学コース

０６０－０８１０中　田　智　大

札幌市北区北１０条西５丁目
北海道大学環境科学院生態遺伝学コース鈴木研究室

０６０－０８１０神　戸　嘉　一

札幌市北区北１０条西８丁目
ゲノムダイナミクス研究センター西棟１階
北海道大学環境科学院生態遺伝学コース鈴木研究室

０６０－０８１０高　本　美　智

北海道札幌市北区北１０条西８丁目
北海道大学理学院　自然史科学専攻　多様性生物学講座

０６０－０８１０蛭　田　千鶴江

北海道札幌市北区北１０条西８丁目
北海道大学　理学研究院

０６０－０８１０小　谷　友　也

札幌市北区北１４条西９丁目
北海道大学大学院情報科学研究科

０６０－０８１４加　藤　耕　也

札幌市北区北１４条西９丁目
北海道大学大学院情報科学研究科

０６０－０８１４折　戸　仁　志

北海道札幌市北区北１４条西９丁目 
北海道大学大学院情報科学研究科　生命人間情報科学専攻
バイオインフォマティクス講座　構造バイオ情報科学

０６０－０８１４渡　部　　　大

札幌市北区北１４条西９丁目
北海道大学生命人間情報科学研究科構造　バイオ情報科学研究室

０６０－０８１４渡　邉　理　恵

札幌市北区北１４条西９丁目
北海道大学大学院情報科学研究科

０６０－０８１４加　藤　　　翔

札幌市北区北１４条西９丁目
北海道大学大学院情報科学研究科

０６０－０８１４張　　　文　娟

札幌市北区北９条西９丁目
北海道大学大学院農学研究院　細胞工学研究室

０６０－８５８９河　西　めぐみ



─　２４　─

札幌市北区北９条西９丁目
北海道大学大学院　農学研究院

０６０－８５８９笠　原　　　朋

北海道網走市八坂１９６番地
東京農業大学

０９９－２４９３相　良　嘉　彦

東京都目黒区駒場３－８－１
東京大学駒場 Iキャンパス１５号館３０９Ｂ室

１５３－８９０２黒　澤　恒　平

東京都豊島区西池袋３－３４－１　１３号館４階Ｃ４１０
立教大学理学研究科　生命理学専攻　分子遺伝学研究室

１７１－８５０１前　橋　真利江

東京都豊島区西池袋３－３４－１　１３号館４階Ｃ４１０
立教大学理学研究科　生命理学専攻　分子遺伝学研究室

１７１－８５０１加　増　祐　佳

東京都豊島区西池袋３－３４－１　１３号館４階Ｃ４１０
立教大学理学研究科　生命理学専攻　分子遺伝学研究室

１７１－８５０１星　屋　将　太

東京都八王子市南大沢１－１　
首都大学東京大学院　理工学研究科　生命科学専攻

１９２－０３９７瀬　戸　陽　介

東京都八王子市南大沢１－１
首都大学東京大学院　理工学研究科　生命科学専攻

１９２－０３９７里　村　和　浩

神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
総合研究大学院大学　先導科学研究科　生命共生体進化学専攻

２４０－０１９３川　嶋　彩　夏

茨城県つくば市観音台２－１－２
（独）農業生物資源研究所　ゲノム情報研究ユニット

３０５－８６０２楊　　　静　佳

埼玉県さいたま市桜区下大久保２５５
埼玉大学　理学部生体制御学科　遺伝学研究室

３３８－８５７０船　山　純　子

静岡県三島市谷田１１１１
国立遺伝学研究所　マウス開発研究室

４１１１－８５４０梅　森　十　三

静岡県三島市谷田１１１１
国立遺伝学研究所　細胞遺伝研究部門

４１１－８５４０坂　　　季美子

静岡県三島市谷田１１１１
国立遺伝学研究所　生命情報・DDBJ研究センター

４１１－８５４０小　林　由　紀

静岡県三島市谷田１１１１
総合研究大学院大学　遺伝学専攻哺乳動物遺伝研究室

４１１－８５４０片　岡　太　郎

静岡県三島市谷田１１１１
国立遺伝学研究所　総合遺伝研究系育種遺伝研究部門

４１１－８５４０樽　谷　芳　明

静岡県三島市谷田 １１１１
国立遺伝学研究所　進化遺伝研究部門

４１１－８５４０明　石　　　裕

名古屋市千種区不老町
名古屋大学　大学院生命農学研究科　応用分子生命科学専攻
応用遺伝・生理学講座（動物遺伝制御学研究分野）

４６４－８６０１宇　野　好　宣

名古屋市千種区不老町
名古屋大学　大学院生命農学研究科　応用分子生命科学専攻

４６４－８６０１布　目　三　夫

愛知県名古屋市千種区不老町　理学部 E館　E２２８
名古屋大学大学院　理学研究科　生命理学専攻
分子神経生物学研究室

４６４－８６０２古　田　智　敬

愛知県名古屋市千種区不老町
名古屋大学大学院　理学研究科　生命理学専攻
分子神経生物学グループ

４６４－８６０２小　林　曉　吾

大阪市住吉区杉本３－３－１３８
大阪市立大学大学院　理学研究科　生物地球系専攻

５５８－８５８５今　田　一　姫

京都府京都市左京区北白川追分町
京都大学　農学研究科　応用生物科学専攻　植物遺伝学研究室

６０６－８５０２高　坂　亮　太

京都府京都市左京区北白川追分町
京都大学　農学研究科　応用生物科学専攻　植物遺伝学研究室

６０６－８５０２Gyawali Yadav
　Prasad

京都市左京区聖護院川原町５３
京都大学　再生医科学研究所　幹細胞加工

６０６－８５０７山　口　新　平

生駒市高山町８９１６－５
奈良先端科学技術大学院大学　バイオサイエンス
国際リサーチフェロー

６３０－０１９２愿　山　　　郁



─　２５　─

広島県東広島市鏡山１－３－１
広島大学大学院　理学研究科附属両生類研究施設

７３９－８５２６Hasan
　Mahmudul

広島県東広島市鏡山１－３－１
広島大学大学院　理学研究科附属両生類研究施設

７３９－８５２６Alam　Mohammad
　Shafiqul

福岡市東区馬出３－１－１
九州大学　生体防御医学研究所　ゲノム機能制御学部門
エピゲノム学分野

８１２－８５８２酒　田　祐　佳

福岡県福岡市東区馬出３－１－１
九州大学　生体防御研究所　脳機能制御学分野

８１２－８５８２Nona
　Abolhassani

新潟県新潟市五十嵐二の町８０５０番地
新潟大学大学院　自然科学研究科共生科学専攻

９５０－２１８１坂　井　雅　人

新潟県新潟市西区五十嵐二の町８０５０番地
新潟大学大学院　自然科学研究科　理学部酒泉・濱口研究室

９５０－２１８１明　正　大　純

連絡先自宅のため不掲載
蓑田　歩，水野文月，三好健太，内山　諒，川越大輝，加藤直之，米田詩織，中村文哉，幡中迪彦，鈴木
沙理，加生和寿，石崎誠志，吉田寛輝，阿部布由人，田村　崇，長久保麻子，尾崎真央，渡部　桂，安住　
薫，児玉紗也香，加藤雄大，和田千惠子，猪狩和樹

退　　　　　会

田中絢子，岡本和久，田坂昌生，若林道香，児玉顕一，臼田大輝，伊藤　亮，石川　健，積田知佳，渡邊　
愛，久保葉子，戸張厳夫，小野裕剛，田島　綴，近藤大哲，山本大介

　訃　　　報　

２０１０年６月６日に逝去されました．享年８６歳長　島　栄　一　（国内会員）　

２０１０年９月１４日に逝去されました．河　崎　久　男　（国内会員）　

２０１０年１１月４日に逝去されました．享年６８歳笠　原　道　弘　（国内会員）　

謹んで，哀悼の意を捧げます．
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（鈴木真有美）
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この冊子に記載してある個人情報については，慎重に取り扱っていただきますようお願いいたします．

（ ）

日 本 遺 伝 学 会 会 則
 
第１条　本会は日本遺伝学会と称する．
第２条　本会は遺伝に関する研究を奨め，その知識の普及を計ることを目的とする．
第３条　本会は事務所を静岡県三島市谷田，国立遺伝学研究所内におく．
第４条　本会に入会しようとするものは住所，氏名および職業を明記して本会事務所に申し込むこ

と．
第５条　本会会員は普通会員，機関会員，賛助会員および名誉会員とする．毎年普通会員は会費 

１０，０００円（ただし在学証明書またはそれに代わるものを提出したときは６，０００円）を，機関
会員は１５，０００円を，賛助会員は１口（２０，０００円）以上を前納すること．会員で会費滞納１年
におよぶものは資格を失うものとする．

第６条　本会は次の者を総会の決議により名誉会員とすることができる．
　本会に功労のあった者．外国の卓越した遺伝学者．

第７条　本会は隔月１回遺伝学雑誌を発行して会員に配布する．
第８条　本会は毎年１回大会を開く．大会は総会と講演会とに分け，総会では会務の報告，規則の改

正，役員の選挙および他の議事を行い講演会では普通会員および名誉会員の研究発表をす
る．
　大会に関する世話は大会委員若干名によって行い，大会委員長は会長が委嘱する．大会は
臨時に開くことがある．

第９条　本会は各地に談話会をおくことができる．
第１０条　本会は会長１名，幹事若干名，会計監査２名の役員，および評議員若干名をおく．
　　１）　会長は本会を代表し，会務を統轄する．
　　２）　会長は，評議員が全普通会員の中から選出した複数の候補者から普通会員による直接選挙に

よって選出される．
　　３）　評議員は，普通会員による直接選挙で選出される．
　　４）　幹事は，会長が推薦する候補会員を評議員の過半数が承認することにより選任される．
　　５）　会計監査は，会長が推薦する候補会員を評議員の過半数が承認することにより選任される．
　　６）　会長は評議員会を招集し，その議長を務める．幹事は評議員会に出席するものとする．
　　７）　評議員会は，会員を代表して，事業計画，経費の収支，予算・決算，学会誌の発行，大会の

開催，その他重要事項について審議し，出席評議員の過半数をもって議決する．
　　８）　会長ならびに幹事により幹事会を構成し，会長がこれを代表する．
　　９）　幹事会は，学会の関連事項を論議し評議員会に諮ると共に，会務を執行する．
　 １０）　会計監査は，学会の会計を監査する．
第１１条　役員および評議員の任期は２カ年とする．会長および評議員は連続三選はできない．
第１２条　本会の事務年度は暦年による．
付則　　平成７年１０月１３日に第５条を改正し，平成８年１月１日から施行する．
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